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提出日：令和５年３月 24日  
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令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(２月22日実施) 

総合評価（３月10日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

自立と社会参加

を目指し、児童

生徒の発達段階

に応じた系統性

のある教育課程

を編成する。 

①学部間の教育課程の

系統性を検証・整理

し、社会参加を見据

え、発達段階に応じた

教育内容の充実を図

る。 

高等部においては、コ

ース制によらない指導

内容を整理する。 

 

②ICT機器の活用の推

進と学習教材、授業例

の充実を図る。（継

続） 

①各学部で各教科等の

系統的な教育内容と学

部間のつながりについ

整理する。 

高等部において、生徒

の発達段階に応じたス

テップ表と「身につけ

たい力」のチェック表

を作成する。 

 

②教職員向けにICT機

器操作研修を行う。ICT

機器を活用した授業実

践例を共有し、授業改

善につなげる。 

①学部間の教育課程

の系統性を整理でき

たか。 

 

高等部のコース制に

よらない各教科の指

導内容を系統的に整

理できたか。         

 

 

②ICT機器を有効に使

用した授業を実施す

ることができたか。

教材、授業例の充実

を図ったか。 

①各学部において、年間指

導計画の目標及び指導内容

を系統的に整理するととも

に、発達段階に応じたステ

ップ表の作成や見直し等を

行った。また、高等部で

は、職業の教科の指導内容

の整理や職業評価票の作成

を行った。 

 

②学部と情報担当で連携し

た研修会の実施や ICT機器

を活用した授業実践を行う

とともに、各学部で指導案

や教材等のデータ等の共有

を行い、ICT 機器を活用し

た授業の充実を進めること

ができた。 

①各学部で作成や整理

をしたステップ表等を

実践し、改善を行うと

ともに、引き続き学

部・部門間で教育内容

について発達段階に応

じて系統的に整理を進

めていく。 

 

 

②引き続き ICT 機器を

活用した教材授業実践

例を共有し、授業改善

につなげていくととも

に、ICT 機器を活用し

た授業実践について保

護者向けに情報発信を

検討していく。 

①学部ごとに教育内容の整理

を行ったようだが、学部間の

系統性を整理するためには学

部を越え組織的に研究を進め

る必要がある。 

 

 

 

 

 

②ICT機器は視覚的にわかりや

すい支援・操作がしやすいと

いった利点もあるが、使用す

ることそのものが目的になら

ないように、授業のねらい

「何を学ばせるか」に留意し

ながら効果的な活用を進めて

いくとよい。 

①学部ごとに各教科・領域の系

統的な教育内容を整理し、あわ

せて発達段階に応じたステップ

表の作成や見直を行った。一

方、学部間のつながりについて

は未整理のままである。 

高等部においては職業の指導内

容を系統的に整理し、職業評価

票を完成させることができた。 

 

②研修を通して ICT 機器操作・

活用方法を学んだり授業実践例

を参考にすることで、授業の充

実を図ることができた。引き続

き ICT 機器を効果的に活用した

教材や実践例を共有し授業の充

実を図るとともに活用状況に関

する情報発信も検討していく。 

①授業実践を踏まえながら、

ステップ表等のさらなる改善

を図るとともに、発達段階に

応じた教育内容の系統性につ

いて学部・部門を越えて組織

的に整理を進め、小学部から

高等部までの系統性のある教

育内容をまとめる。 

 

②授業における ICT 機器の効

果的な活用方法について研修

や実践例の共有を進める。 

ICT機器を活用した教材や授業

内容について連絡帳やお便り

を通じて保護者に伝える。ま

た、ホームページ等で広く地

域向けに発信する。 

２ 

児童生徒 

指導・ 

支援 

障害や発達に関

わるニーズに応

じた適切な教育

支援を行う。 

①医療的ケア児の実態

に応じた通学支援の方

法を確立する。 

 

 

 

 

②校内表示等の共通

化、校内環境整備を進

め、誰にとっても分か

りやすく活用しやすく

する。（継続） 

①担当医等の見解をも

とに関係者間で医療的

ケア児の適切な通学支

援について検討し、環

境整備を進める。 

 

 

②児童・生徒が視覚的

にわかりやすい校内表

示等の共通化を進め

る。また、教室等の安

全な環境を整備する。 

①関係者間で医療的

ケア児の適切な通学

支援について検討

し、環境整備を進め

ることができたか。 

 

 

②校内表示等の共通

化を図りわかりやす

く整えたか。また、

安全な校内環境を整

備できたか。 

①通学支援事業のうち、福

祉車両等乗車による試行に

向けて、関係の事業者との

調整を進めてきた。年度内

に、試乗を実施できるよう

に手続きを継続中である。 

 

②各教室等の物品整理や配

置の調整、目印や表示等、

危険個所について見直しを

行い、児童生徒にとって安

全かつ視覚的にわかりやす

い環境を整備した。 

①令和５年度に向け説

明会を開催し、新たな

希望をとる。関係各機

関との連携を強化し、

手続きの円滑化を図

る。 

 

②今後も児童生徒が視

覚的にわかりやすい校

内表示を増やすととも

に、定期的に危険個所

の確認等を行い、安心

安全な環境の整備を継

続していくことが必要

である。 

①ケアの有無にかかわらず通

学通所は大きな課題。通学支

援の充実が図れるよう県教育

委員会に要望を上げる一方

で、保護者も移動支援を探す

努力が必要だと考える。 

 

②環境を整え児童生徒が安全

に学校生活を送れるよう取り

組んだことはよかった。ロッ

カーに設置した「よじ登り防

止策」は効果的な方法として

特に評価できる。 

①医療的ケア児の福祉車両によ

る試乗を１回実施することがで

きた。スクールバスについては

乗車に必要な条件を整えること

ができた。今後、乗車を試行し

ながら改善を図っていく。 

 

②教室等の物品整理と配置の調

整、危険防止策を施すことで、

事故やけがを軽減することがで

きた。事故ゼロをめざしてさら

に校内環境の整備を進める。ま

た、発災時の対応について早急

に校内体制を整え、訓練を実施

する必要がある。 

①医療的ケア児の通学支援を

推進するために関係機関との

連携を強化し、手続きの円滑

化を図る。あわせて自立にむ

けた通学手段を確立するため

に小学部段階から継続的な指

導を行う。 

②事故防止に向けて、定期的

に安全点検を行い環境を整備

する。また、災害時の初動対

応を身につけるため、全校児

童・生徒、教職員を対象に、

避難・通報・消火訓練を年に

２回以上実施する。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

(２月22日実施) 

総合評価（３月10日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 
進路指導 

・支援 

児童生徒一人ひ

とりの生きる力

を育むためのキ

ャリア教育を推

進する。 

①卒業後の社会生活を

見据えた進路学習の系

統性を整理する。（継

続） 

 

 

 

②全職員が進路指導・

支援の現状や課題を理

解し、進路担当と協働

する場面を増やす。 

①卒後の生活について

の教職員の理解を深め

るための研修等を実施

する。各学部における

進路学習を系統的に整

理し、表にする。 

 

②進路を見据えた発達

段階ごとの指導・支援

について各学部で研修

を行う。担任や相談担

当等と連携し職場開拓

やアフターフォローに

取り組む。 

①研修で教職員の理

解が深まったか。ま

た、各学部における

進路学習を系統的に

整理し、表にできた

か。 

 

②進路指導・支援に

係る現状と仕組みに

ついて学び、職場開

拓やアフターフォロ

ーなど進路担当と協

働したか。 

①各学部で進路担当と連携

した研修を行い、教職員の

進路に関する理解が深待っ

た。また、学部間のつなが

りを意識した指導内容の整

理や「身につけたい力」の

ステップ表を作成した。 

②各学部で進路研修や情報

交換をするなど、学部と進

路係で連携することができ

た。担任や相談担当等と連

携し、事業所や家庭と協力

しながらアフターフォロー

に取り組むことができた。 

①各学部における「身

につけたい力」につい

て、引き続き学部・部

門間で発達段階に応じ

て系統的に整理を進め

ていく。 

 

②研修に向け、内容や

実施時期の検討や共有

する時間の確保が課

題。年間を通して行事

が多くある中、より一

層業務を精選し、取り

組んでいく。 

①ステップ表の幅を広げる意

味では、職業評価票のＡＢＣ

を発達段階に応じたステップ

と捉え、小中高の系統的な指

導に繋げられるとよい。 

 

 

②小学部段階から卒業後を見

据えた教育の充実を図ってい

ることがわかった。今後は、

保護者むけにも進路を見据え

た研修や経験交流会等を実施

し、小学部段階から計画的に

進路指導を行ってほしい。 

①進路研修を通して卒業後の進

路先や進路状況に関する教職員

の理解が進んだ。今後は、卒業

後を見据え学部間のつながりを

意識した指導内容の整理を進め

る必要がある。 

 

②研修を通して各学部の教員と

進路情報を交換した。また、担

任や相談担当等と連携し、アフ

ターフォローに取り組むことが

できた。今後は保護者に対する

情報提供の充実を図る必要があ

る。 

①卒業後を見据えたキャリア

教育の充実を図るため、職業

評価票等をもとにステップ表

等を見直す。また、授業を実

践しながら発達段階に応じた

系統性のある進路指導内容に

ついて整理を進める。 

②進路担当が全職員と協働で

取組めることを企画し、計画

的に実施する。進路に対する

保護者の意識を高めるため

に、小学部から高等部まで保

護者を対象とした事業所見学

会を計画し実施する。 

４ 
地域等と
の協働 

インクルーシブ

な社会の形成に

向けたセンター

的機能による発

信と協働の充実

を図る。 

①地域との協働事業等

を充実させ、児童・生

徒が地域と相互理解を

深めることのできる教

育活動の充実を図る。

（継続） 

 

②障害のある児童・生

徒が地域で実態に応じ

た教育を受けられるよ

う、地域の学校の特別

支援教育に係る専門性

の向上を図る。 

①ボランティアバンク

要綱を見直し、制度を

整える。また、地域と

共同で作品展や販売会

を実施する。 

 

 

②特別支援教育に関す

る情報を地域の学校向

けに発信する。また、

地域の学校のニーズを

ふまえ、公開講座、研

修会等を実施する。 

①ボランティア等の

受け入れ制度を整え

られたか。地域と共

同し作品展や販売会

を実施できたか。 

 

 

②情報発信や公開講

座等を行い、特別支

援教育に関する地域

の学校の専門性の向

上を図ることができ

たか。 

①ボランティアバンク要綱

を見直したうえで、謝礼支

払い制度の実施を始め、登

録者数も増加している状

況。シーサイドライン新杉

田駅で作品展を実施した 

 

②地域の学校向けにホーム

ページ上に情報コーナーを

設置し、校内の教材や支援

方法を紹介した。また、地

域のニーズの高い「進路」

に関する講座や研修会を実

施した。 

①ボランティアへの謝

礼は、予算の関係から

学生には支払わないと

いう内容で要綱を改訂

した。地域資源を活用

した作品展が実施でき

るよう準備を進める。 

②地域の学校等に、HP

から情報を得て役立て

てもらえるよう働きか

ける方策を検討する。

チーム員を通じて校内

の情報を収集できるシ

ステム作りをする。 

①コロナの影響で地域との交

流が停滞している。また、教

員不足が深刻化している。や

りがいのある仕事、素晴らし

い職場であることを発信する

必要がある。 

 

②情報をホームページに公開

するだけでは不十分。多くの

人に情報が届くようにホーム

ページ以外の媒体も活用し情

報発信するとよい。 

①要綱を見直したことでボラン

ティア登録者が増加した。次年

度は水泳指導等の学校行事も再

開するため、ボランティア登録

者をさらに増やしたい。また、

企業や地域にある社会資源との

連携も拡充を図っていきたい。 

②地域の学校のニーズに応じて

巡回相談を行い、障害特性に応

じた指導力向上に尽力した。 

支援だよりにホームページの

URLを載せることで閲覧しやす

くした。より多くの方に必要な

情報が届けられるとよい。 

①実習生や介護等の体験生に

ボランティア登録を呼びかけ

ると同時に教職の魅力をアピ

ールし人材確保の一助とす

る。地域や企業との連携を拡

充するために、新しい協働事

業を企画・提案する。 

②チームが中心となって校内

の情報を収集し、ホームペー

ジのさらなる充実を図る。ま

た、情報を役立ててもらえる

よう、地域の学校にチラシを

配布するなど効果的な情報発

信のシステムを構築する。 

５ 
学校管理 

学校運営 

信頼される学校

づくりの推進の

ため、安全で安

心できる指導体

制及び管理体制

を進める。 

①情報発信の在り方を

検討し、児童・生徒の

学習活動や学校の取組

みの発信を進める。

（継続） 

 

②働き方改革に向けた

業務改善の推進に取組

む。（継続） 

①ホームページや配付

物による情報発信を整

理し、保護者や地域の

方に必要な情報が伝わ

るようにする。 

 

②業務効率化、意識改

革を進めるとともに、

グループ組織の業務内

容の再編計画を具体化

する。 

①学校の情報発信に

ついて、保護者等か

らの評価が向上した

か。 

 

 

②グループ業務内容

の整理と具体的な組

織の見直しができた

か。 

①ホームページの構成を見

直し保護者や地域の方が必

要な情報を得やすくした。

ホームページやお便りを通

して学習活動や学校の取組

みを発信した。 

②チームごとに業務内容の

見直しを行うとともに、グ

ループ間で調整を図り、組

織再編を行った。 

①ホームページの更新

をより円滑に進めてい

くために関係組織にお

いても情報発信ができ

る仕組みを整備する。 

 

②令和５年度、新しい

組織で業務を実践し、

業務の効率化に向け、

さらなる改善を図る。 

①ホームページを毎日閲覧し

たくなる内容・構成、簡単に

アクセスできる仕組みを構築

するとよい。日頃の指導に活

かせる「支援の知恵袋」の充

実を期待している。 

②業務の多様化・多忙化によ

り教員不足が深刻化してい

る。教職の魅力・素晴らしさ

を発信し、人材を集める努力

と質を落とさず業務を精選す

る必要がある。 

①ホームページの構成を見直し

保護者や地域の方が必要な情報

を得やすくした。また、学年通

信にQRコードを掲載しホームペ

ージにアクセスしやすくした。 

 

②チームごとに業務内容の見直

しを行い、グループ業務の平準

化を図ったが、業務内容によっ

ては精選が難しいチームがあっ

た。 

①より多くの方に有効な情報

を提供するために、ホームペ

ージ以外の情報発信手段につ

いて検討する。 

 

 

②業務の精選と校務分掌全体

の平準化を実現するため、引

き続き業務内容の精選と適切

な人員配置に取り組むととも

に、実習生や介護等の体験生

に教職の魅力を発信する。 



 

 


